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（日本赤十字社 愛のかたち献血 平成29年4月 第22版） 

緒言・目的 
 年代別献血者数の推移 

今回、現高校生が献血するきっかけとなる事項やそれに関わる要望を明らかにし、
献血推進活動を行う上で有用な資料としようとした。 2 



方法① 
アンケート調査方法 

研究概要とアンケート調査案を高等学校側に送付 

各高等学校にて検討後、文書にて可否連絡 

参加協力の得られた高等学校にアンケートを配布 

被験者は回答後自身で封筒に入れ封をする 

厚生労働省科学研究、「200ml献血由来の赤血球濃厚液の安全性と有効性の評価及び初回
献血を含む学校献血の推進等に関する研究」（H25-医薬-一般-022）の一環として施行され、
浜松医科大学IRB（25-196）の承諾を得た。 

回収・解析 

アンケートの条件： 
1. 無記名・匿名化 
2. 被験者の自由意思 
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方法② 
今回の検討 

 参加高等学校：30校 （静岡県内） 

 

 参加人数：16,369人 
 

 質問と回答： 

      ①高校生の皆さんに広く献血をお願いするための効果的な広報手段は何ですか？      

          16項目より選択（複数回答可） 
 

      ②献血について要望又は知りたいことがありますか？ 

          10項目より選択（複数回答可） 
 

      ③自身が献血するきっかけとなり得る事は何だと思いますか？（自由記述） 
 

      ④初回献血のきっかけになったのは、どんなことでしたか？（自由記述） 
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回答率 

結果① 
献血経験 

男女比 

回答 
（15,519人、95%） 

未回答 
（850人、5%） 

献血経験なし 
（13,756人、89%） 

献血経験あり 
（1,198人、8%） 

献血出来なかった 
（454人、3%） 

男性 
（7,656人、50%） 

女性 
（7,731人、50%） 

学年比 

2年生 
（6,354人、41%） 

1年生 
（5,076人、33%） 

3年生 
（3,989人、26%） 
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（n=15,180 、複数回答可） 

 テレビ 

授業等 

TwitterやFacebook 

献血バス（学校） 

携帯アプリ 

新聞や雑誌 

広報活動 

ポスター 

チラシ 

イベント 

献血バス（学校以外） 

ラジオ 

献血ルーム 

ホームページ 

自治体等の広報誌 

その他 

高校生の皆さんに広く献血をお願いするための 

効果的な広報手段は何か？ 

9,752 

6,758 

5,256 

4,688 

3,422 

(人) 

結果② 

2,812 

2,680 

1,774 

2,630 

1,571 

1,083 

838 

483 

400 

293 

207 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 
6 



（n=14,646 、複数回答可） 

 
献血について正しい知識、必要性 

献血する場所、日時など 

献血された血液がどのように使用されるのか 

学校などで献血の機会を増やす 

学校の授業で献血の重要性について取り上げる 

献血したときの処遇品（記念品）を良くする 

進学や就職時における献血の経験への配慮 

献血で昼休み、夜間などの受付時間の延長 

その他 

特にない 

献血についての要望又は知りたいことは？ 

8,011 

結果③ 

3,441 

3,211 

2,595 

1,222 

2,072 

2,343 

609 

105 

3,167 

(人) 0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 7 



大切な人が血液が必要になったら 

学校で集団献血 

献血バスがあれば 

どれだけの人が血液製剤を必要か判ったら 

家族や友人等からの後押し 

人助けになることだと判ったら 

身近に一緒に行く人がいれば 

授業等で献血についての詳しい説明を受けたら 

献血について詳しい知識を得たとき 

お菓子や特典等があったら 

家族や友人等が輸血をしたときに恩返しとして 

痛みに対する恐怖心がなくなったら 

手続きや採血時間の短縮により行きやすくなったら 

自身が献血をするきっかけとなり得る事は何だと思うか？   
（n=8,830 、自由記述） 

 

結果④ 

834 

622 

493 

375 

358 

356 

321 

302 

266 

212 

180 

141 

1,316 

(人) 0 500 1,000 1,500 
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結果⑤ 

学校、公園等に献血バスが来ていた 

家族・友人・先生からの後押し 

学校、クラス全体で献血しようという動きになったから 

学校で行われると知ったから 

学校側からの広報による案内（ポスター・チラシ） 

学校の授業で説明を受けてしてみようと思った 

家族がよく献血しているため 

人のためになるなら協力したいと思った 

血液検査・血液型の検査をしてほしかった 

街頭での広報活動（呼びかけ・誘い） 

処遇品が欲しかった 

身近に輸血が必要な人がいたこと 

自分の血液型が不足していると看板に書かれていた 

初回献血のきっかけになったのはどんなことか？ 

28 

35 

67 

88 

25 

23 

16 

11 

9 

9 

4 

3 

（献血経験者総数=1,198 （回答者n=723） 、自由記述） 

 283 

(人) 0 100 200 300 
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53

％ 

27

％ 

20

％ 

(%) 

なし 

献血歴（本人） 献血歴（周囲の人） 

あり 

        献血機会や採血環境に関する意見       教育や広報など献血の認知に関わる意見                                                                            

なし あり 

100 

50 

0 

44

％ 

27

％ 

29

％ 

52

％ 

28

％ 

21

％ 

p=0.009 

p＜0.001 

p=0.828 

本人と周囲の献血歴がある群は、献血の機会や採血環境の改善に関する意見
が多く、本人と周囲の献血歴がない群は献血の認知度に関する意見が多い。 

48

％ 

28

％ 

23

％ 
p=0.024 

p=0.350 

p=0.006 

献血歴の有無と意見の内容 
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総括・考察 

 効果的な献血の広報手段としてテレビは重要で、今後Twitterや
Facebook、携帯アプリの利用が増加する可能性がある。一方、

従来型の広報手段（ポスター、チラシ）は対効果面で再考される
必要がある。 

 

 約半数の高校生が献血に関する正しい知識や献血の必要性を
知りたいと考えている。高校生の献血に関わる者は、高校生側
のニーズを理解しておくことが必要である。 

 

 例えば、「大切な人に血液が必要になったら」というような具体的
なテーマを主題にした広報、また学校での集団献血や献血バス
の存在は高校生が献血をするきっかけ上、重要だと分かった。 
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総括・考察 

 

 初回献血のきっかけは、献血バスが来ていたこと、周りからの勧
めが約6割を占めている。前田らによる報告でも、初回献血の動
機として、10歳代では「高等学校に献血バスが来たから」が最も
多く、高等学校への出張献血が10歳代の献血動機づけとして重
要であるとしている。 

 

（血液事業，30：545-550, 2008.） 

 

 

 本研究により現高校生が献血をするきっかけ、献血への要望が
明らかとなった。今後の献血率向上に繋がることを期待したい。 

 

12 



アンケート調査にご協力いただいた高等学校 

 静岡市立高等学校 

 静岡英和女学院高等学校 

 静岡学園高等学校 

 静岡県立磐田南高等学校 

 静岡県立科学技術高等学校 

 静岡県立静岡高等学校 

 静岡県立静岡商業高等学校 

 静岡県立静岡城北高等学校 

 静岡県立静岡西高等学校 

 静岡県立静岡東高等学校 

 静岡県立清水西高等学校 

 静岡県立清水東高等学校 

 静岡県立清水南高等学校 

 静岡県立駿河総合高等学校 

 静岡県立浜北西高等学校 

   

 静岡県立浜名高等学校 

 静岡県立浜松大平台高等学校 

 静岡県立浜松北高等学校 

 静岡県立浜松工業高等学校 

 静岡県立浜松湖東高等学校 

 静岡県立浜松湖南高等学校 

 静岡県立浜松商業高等学校 

 静岡県立浜松城北工業高等学校 

 静岡県立浜松東高等学校 

 静岡県立浜松南高等学校 

 静岡聖光学院高等学校 

 東海大学付属静岡翔洋高等学校 

 浜松市立高等学校 

 浜松海の星高等学校 

 浜松日体高等学校     

（敬称略） 

 

 

 

本研究にご協力いただいた学校、共同研究者の皆様に深謝します。 
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